








This research was aimed at examining what kind of influence motivation 
and stress have on one’s desire to learn dance, paying particular attention 
to the desire of persons with no experience in learning “The Dance of 
Modern Rhythm” as introduced in new guidelines to learn this dance.  As a 
result of analysis, the following five points were obtained as conclusions.
1.Results of skill tests were correlated to the depth of one’s detailed 
motivation to become involved.  Raising the depth of one’s desire to 
learn and one’s desire to learn and the amount of stress while learning 
do not correlate with achievements on skill tests.
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２.Factors in raising one’s desire to learn came from the contents of the 
dance lessons.  Motivations that can be classified into two divisions 
of learning details, i.e., group relationships and utility, did not have a 
direct influence on one’s desire to learn.
３.As shortening practical learning time reduces one’s desire to learn in 
both boys and girls, it is necessary to secure enough time for practical 
skills when organizing a class.
4.In order to increase the desire to learn in girls, it is effective to 
present the possible effects of learning so that they can be understood.
5.In boys, exercises in which it is difficult to be motivated, as well as 
bad behavior by other persons, decrease their desire to learn, so it is 
necessary to take into consideration the introduction of topics and the 
structure of groups.
The results of this research can be used to develop basic materials for 
creating dance lessons in the future that focus on learners’ motivation, 
as well as offer valuable suggestions in actual dance instruction, when 
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再分類番号 項目番号 項　目 M SD
１
内容分離的動機
1 友達が受けると言ったから 2.65 1.20
3 友達に負けたくないから 2.61 1.13
4 単位がもらえるから 2.45 1.19
8 この授業を取れば資格の取得に繋がるから 4.15 1.08
9 周りの人に認めてもらいたいから 2.44 1.17
10 自分だけ踊れるようにならないのは悔しいから 2.82 1.17
２
内容関与的動機
2 新しいことができるようになるのは楽しいから 4.15 0.84
5 このダンスの授業が将来役に立つと思うから 3.44 1.04
6 リズムに乗って体を動かすことは体に良いから 3.52 1.04
7 体を鈍らせないようにするため 3.50 1.13
11 音を体で表現する喜びを味わいたいから 3.84 1.01



























































































































































































































































R2 .35 ** .47 *




























































































再分類項目 項目番号 項　目 平均値 SD
１
効力感の欠如
1 自分が下手で思い通りに行かない時。 2.92 0.96
4 出来ていたこと、出来ると思っていたことが出来なくなった時。 2.89 0.85
8 結果がでない時。 2.82 0.92
10 周りより自分が下手な時。 2.49 0.94
18 みんなで踊る際に上手に出来ない時。 2.77 0.81
21 周りが出来て自分だけ出来ない時。 2.91 0.90
24 教えられたことが出来ない時。 2.75 0.83
32 与えられた課題以上のことが出来ない時。 2.38 0.82
34 思うように身体が動かない時。 2.63 0.88





5 疲れている時。 2.37 0.84
13 体がだるい時。 2.69 0.75
19 暑い時。 2.58 0.92
26 筋肉痛の時。 2.11 0.85
31 寒い時。 2.18 0.93
35 気分や具合が悪い時。 2.51 0.79
43 眠い時。 2.28 0.88
３
動機づけ困難な運動課題
7 踊るのが恥ずかしい時。 2.25 0.83
14 失敗をすると思った時。 2.51 0.81
15 つらいことをやる時。 2.28 0.72
28 難しい動きをする時。 2.23 0.75
39 難しい振りつけがある時。 2.20 0.77
40 出来ないとわかっていることを行う時。 2.31 0.83
45 嫌な動きや格好をする時。 2.28 0.74
４
教師の不適切な言動
9 先生の機嫌がころころ変わる時。 2.40 1.00
30 先生がちょっとしたことで怒る時 2.37 0.96
37 先生の教え方が乱雑な時。 2.31 0.88
41 次にやるといったことをやらない時。 2.55 0.77
44 冬に先生だけ暖かい格好をする時。 2.02 0.82
５
実技時間の短縮3 踊る量が少ない時。 1.98 0.74
11 実技の時間が短い時。 2.55 0.87
17 説教されて授業がつぶれた時。 2.82 0.93
22 見ている時間が長い時。 2.32 0.97
25 説明が長い時。 2.37 0.93
６
他者のふまじめ
6 団体行動なのに自分勝手な人がいる時。 2.82 1.03
12 先生がいない時にふざける人が出てきた時。 2.71 0.95
20 グループを組む時、周りが不真面目、やる気がない時。 2.95 0.84
46 みんながちゃんとやらずにふざけたり、だらだらしている時。 2.89 1.02
７
体育以外の不安
23 何かでイライラしている時。 2.48 0.87
33 生活の中で嫌なことがあった時。 2.32 0.81
38 悩みや心配ごとがある時。 2.20 0.79
42 スランプの時。 2.55 0.85
８
他者からの中傷
2 いじめられる時。 1.95 0.96
16 友達に嫌みをいわれた時。 2.68 0.92
27 自分の踊りを馬鹿にされた時。 2.51 0.83































効力感の欠如 − .59** .69** .51** .50** .50** .66** .66** -.29* 2.64 0.60
生理的な不調 − .54** .63** .41** .38** .61** .49** -.32* 2.39 0.62
動機づけ困難な運動課題 − .50** .36** .26** .73** .56** -.33** 1.93 0.47
教師の不適切な言動 − .62** .57** .60** .67** -.16 2.29 0.64
実技時間の短縮 − .72** .39** .52** .13 3.06 0.74
他者のふまじめ − .39** .60** -.10 2.84 0.80
体育以外の不安 − .60** -.25* 2.33 0.67
他者からの中傷 − -.12 2.38 0.71





効力感の欠如 − .67** .70** .59** .61** .42* .69** .67** -.22
生理的な不調 .49** − .54** .64** .36* .40* .66** .52** -.28
動機づけ困難な運動課題 .67** .57** − .54** .42* .13 .67** .58** -.32
教師の不適切な言動 .41* .68** .42* − .59** .54** .68** .64** -.12
実技時間の短縮 .34 .55** .25 .61** − .78** .47** .67** .12
他者のふまじめ .64** .46* .42* .55** .59** − .32 .52* -.06
体育以外の不安 .60** .58** .81** .50** .26 .45* − .61** -.20
他者からの中傷 .64** .52** .53** .67** .26 .64** .57** − -.02
学習意欲 -.41* -.35 -.39* -.26 .11 -.23 -.36 -.31 −
*p＜.05　　**p＜.01
右上：男子　左下：女子
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（３）学習意欲への影響
　ダンス授業のストレスの8つの下位尺度得点が、学習意欲に与える影響
を検討するために、重回帰分析を行った。表13、表14は、その結果を示し
たものである。また、重回帰分析に基づくパス図を図３、4に示した。
表13　重回帰分析結果：男女込み
（n=96） 　　　　　　　　　　　
男女
β
効力感の欠如 -.22
生理的な不調 -.22
動機づけ困難な運動課題 -.34*
教師の不適切な言動 -.17
実技時間の短縮 .66***
他者のふまじめ -.39*
体育以外の不安 .11
他者からの中傷 .27
R2 .34**
*p＜.05　　**p＜.01　　***p＜.001
β標準偏回帰係数
表14　重回帰分析結果：男女別
（n=96） 　　　　　　
男子 女子
β β
効力感の欠如 -.24 -.39
生理的な不調 .05 -.35
動機づけ困難な運動課題 -.61* -.08
教師の不適切な言動 .05 -.49
実技時間の短縮 .90* .80**
他者のふまじめ -.75* -.31
体育以外の不安 -.02 .06
他者からの中傷 .24 .44
R2 .38* .44*
*p＜.05　　**p＜.01
β標準偏回帰係数
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図３　男女込みのパス解析結果
図４　男女別のパス解析結果：男子
注：有意なパスのみ描いてある
相関係数は省略してある。
*p＜.05　**p＜.01　***p＜.001
注：有意なパスのみ描いてある
相関係数は省略してある。
*p＜.05
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図４　男女別のパス解析結果：女子
　男女込みで見ると、「動機づけ困難な運動課題」、「実技時間の短縮」、「他
者のふまじめ」から意欲に対する標準偏回帰係数が有意であった。男女別
にみると、男子では「動機づけ困難な運動課題」、「実技時間の短縮」、「他
者のふまじめ」から学習意欲に対する標準偏回帰係数が有意であったが、
女子では、「実技時間の短縮」から学習意欲に対する標準偏回帰係数のみ有
意であった。
　この結果から、男女ともに、「実技時間の短縮」は意欲に対し直接的な影
響を及ぼすことが窺えた。その一方で、意外にも「効力感の欠如」「他者の
中傷」などは直接影響しないことが窺えた。また、男子では、「動機づけ困
難な運動課題」、「他者のふまじめ」が学習意欲に対して直接的な影響を及
ぼすことが示唆された。
　項目別に見ていくと、男女ともに「話や見ている時間が長い」「実技の
時間が短く踊る量が少ない」といったことで学習意欲を減退させている。
注：有意なパスのみ描いてある。
相関係数は省略してある。
*p＜.05　　
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更に、男子は、「課題が難しすぎる」ことで「恥ずかしい、失敗する、嫌
だ」といったネガティブな気持ちになることが学習意欲を減退させるとと
もに、周りの人が「まじめに取り組まない」ことが不満要因となり、学習
意欲を減退させることが考えられるので、授業構成においては課題の設定
やグループ構成に配慮することが必要である。
４.結論
　本研究は、新指導要領で導入された「現代的なリズムのダンス」の学習
経験がない者の学習意欲に着目し、学習成果との関連を検討するとともに、
どのような動機あるいはストレスが彼らのダンスの学習意欲に影響を与え
ているのかを検討することを目的とした。分析の結果、以下の5点を結論
として得た。
1.実技テストの成績と関連するのは、内容関与的動機づけの高さであっ
た。学習意欲と学習意欲の伸びおよび学習中のストレスの高さは実技テ
ストの成績と関連しない。
２.学習意欲を高める要因は、ダンスの学習内容であり、仲間関係や実利
といった学習内容と分離した動機は学習意欲に対して直接的な影響を与
えない。
３.男女ともに、実技時間の短縮が学習意欲を減退させるので、授業構成
においては十分な実技時間を確保することが必要である。
4.女子の学習意欲を高めるためには、実利的な学習効果を謳うことが効
果的である。
5.男子では、動機づけ困難な運動課題、他者のふまじめさが学習意欲を
減退させるので、課題の設定やグループ構成に配慮することが必要であ
る。
　本研究での成果は、男女共修のダンス授業を展開する上で、今後、学習
者が意欲的に取り組むダンス授業づくりのための基礎的資料と成り得るも
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のであり、ダンスの実際の指導場面における貴重な示唆を提供するもので
ある。
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こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
◦
学
習
活
動
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
適
切
な
リ
ー
ダ
ー
の
選
出
と
役
割
分
担
を
さ
せ
る
。
◦
能
力
や
体
力
を
配
慮
し
、
で
き
る
限
り
の
努
力
を
さ
せ
る
。
◦
3
回
の
授
業
毎
に
技
能
テ
ス
ト
を
行
い
、
自
分
の
成
果
を
確
認
さ
せ
る
。
活
動
の
観
察
学
習
ノ
ー
ト
８
〜
10
3
．
習
得
し
た
技
術
と
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
　
　
を
基
に
し
た
創
作
◎
◎
◎
◎
◦
よ
り
美
し
い
作
品
に
な
る
よ
う
に
、
進
ん
で
意
見
を
出
し
た
り
し
て
、
積
極
的
に
授
業
に
参
加
し
て
い
る
。
◦
学
習
ノ
ー
ト
を
工
夫
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
◦
課
題
に
対
す
る
練
習
の
仕
方
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
◦
難
し
い
技
術
や
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
、
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
◦
よ
り
美
し
い
作
品
に
な
る
よ
う
に
、
仲
間
と
協
力
的
に
授
業
に
参
加
し
て
い
る
。
◦
学
習
ノ
ー
ト
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
◦
課
題
に
対
す
る
練
習
の
仕
方
が
わ
か
る
。
◦
新
し
い
技
術
や
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
◦
互
い
の
技
能
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
問
題
点
を
指
摘
し
あ
っ
て
課
題
解
決
を
図
ら
せ
る
。
◦
各
グ
ル
ー
プ
間
を
巡
回
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
個
人
・
リ
ー
ダ
ー
・
グ
ル
ー
プ
に
適
切
な
指
導
を
心
が
け
る
。
11
〜
14
４
．
発
表
会
に
向
け
て
の
練
習
◎
◎
○
○
◦
発
表
会
に
向
け
て
よ
り
美
し
い
作
品
に
な
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
◦
作
品
の
で
き
ば
え
の
確
か
め
方
が
わ
か
り
、
そ
の
方
法
を
友
達
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
◦
発
表
会
に
向
け
て
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
◦
作
品
の
で
き
ば
え
の
確
か
め
方
が
わ
か
る
。
◦
創
作
し
た
作
品
の
で
き
ば
え
に
つ
い
て
問
題
点
を
指
摘
し
あ
っ
て
課
題
解
決
を
図
ら
せ
る
。
◦
各
グ
ル
ー
プ
間
を
巡
回
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
個
人
・
リ
ー
ダ
ー
・
グ
ル
ー
プ
に
適
切
な
指
導
を
心
が
け
る
。
活
動
の
観
察
学
習
ノ
ー
ト
15
５
．
発
表
会
◎
○
◦
お
互
い
の
演
技
を
見
て
演
技
の
評
価
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
。
◦
自
分
の
能
力
に
合
っ
た
課
題
に
対
し
て
達
成
の
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
◦
お
互
い
の
演
技
を
見
て
演
技
の
評
価
が
で
き
る
。
◦
自
分
の
能
力
に
合
っ
た
課
題
に
対
し
て
達
成
の
喜
び
を
味
わ
お
う
と
し
て
い
る
。
◦
発
表
会
の
意
義
を
理
解
さ
せ
、励
ま
し
あ
い
、
で
き
る
範
囲
で
精
一
杯
行
わ
せ
る
。
◦
毎
時
間
学
習
ノ
ー
ト
に
反
省
や
次
の
時
間
の
目
標
な
ど
を
記
入
さ
せ
る
。
活
動
の
観
察
学
習
ノ
ー
ト
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資
料
２
授
業
の
構
成
授
業
の
展
開
：
２
時
間
目
／
15
時
間
具
体
活
動
学
習
活
動
生
徒
へ
の
支
援
評
価
時
間
準
備
◦
本
時
の
ね
ら
い
や
学
習
内
容
を
理
解
で
き
る
。
１
．
挨
拶
・
健
康
観
察
を
す
る
。
２
．
準
備
運
動
を
す
る
。
3
．
本
時
の
ね
ら
い
と
課
題
の
確
認
を
す
る
。
◦
健
康
状
態
を
把
握
し
、
見
学
者
へ
の
助
言
を
す
る
。
◦
身
体
の
各
部
分
を
、
最
低
で
も
15
秒
間
ず
つ
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
よ
う
助
言
す
る
。
◦
本
時
の
見
通
し
を
立
て
、
練
習
方
法
の
確
認
が
で
き
る
よ
う
助
言
す
る
。
◦
課
題
を
見
つ
け
授
業
の
見
通
し
を
持
っ
た
か
。
(関
心
・
意
欲
・
態
度
)
10
分
学
習
ノ
ー
ト
◦
習
得
し
た
技
術
が
安
定
し
た
動
作
で
で
き
る
。
◦
練
習
方
法
や
場
を
工
夫
で
き
る
。
４
．
本
時
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
使
用
す
る
技
術
を
学
ぶ
。
◦
手
本
を
見
て
5
〜
6回
ず
つ
繰
り
返
し
て
確
認
す
る
。
◦
グ
ル
ー
プ
内
で
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
行
う
。
◦
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
の
で
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
助
言
す
る
。
※
学
習
ノ
ー
ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
助
言
す
る
。
◦
資
料
の
活
用
や
学
習
の
進
め
方
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
(思
考
・
判
断
)
◦
課
題
を
発
見
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
め
た
か
。
(思
考
・
判
断
)
◦
互
い
に
教
え
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
技
術
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
(技
能
)
15
分
◦
習
得
し
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
安
定
し
て
で
き
る
。
◦
新
た
な
課
題
を
解
決
で
き
る
。
５
．
本
時
で
使
用
す
る
音
楽
に
あ
わ
せ
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
。
◦
手
本
を
見
て
5
〜
6回
ず
つ
繰
り
返
し
て
確
認
す
る
。
◦
グ
ル
ー
プ
内
で
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
行
う
。
◦
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
の
で
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
助
言
す
る
。
※
学
習
ノ
ー
ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
助
言
す
る
。
◦
資
料
の
活
用
や
学
習
の
進
め
方
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
(思
考
・
判
断
)
◦
課
題
を
発
見
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
め
た
か
。
(思
考
・
判
断
)
◦
互
い
に
教
え
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
(技
能
)
30
分
◦
習
得
し
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
音
楽
に
合
わ
せ
て
で
き
る
。
◦
新
た
な
課
題
を
解
決
で
き
る
。
６
．
音
楽
に
あ
わ
せ
て
踊
る
こ
と
を
習
得
す
る
。
◦
自
分
達
の
能
力
に
合
わ
せ
て
課
題
を
設
定
し
て
、
練
習
を
行
う
。
◦
グ
ル
ー
プ
内
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
行
う
。
◦
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
の
で
グ
ル
ー
プ
内
の
で
き
ば
え
に
合
わ
せ
て
徐
々
に
曲
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
く
よ
う
助
言
す
る
。
◦
課
題
を
発
見
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
め
た
か
。
(思
考
・
判
断
)
◦
互
い
に
教
え
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
音
楽
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
(技
能
)
15
分
音
源
：
CD
◦
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
発
表
で
き
る
。
７
．
発
表
す
る
。
◦
自
分
達
の
能
力
に
合
わ
せ
た
ス
ピ
ー
ド
で
発
表
す
る
よ
う
助
言
す
る
。
◦
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
、
精
一
杯
行
う
よ
う
助
言
す
る
。
◦
発
表
時
に
他
の
班
に
観
て
も
ら
い
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
っ
て
お
く
よ
う
助
言
す
る
。
◦
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
精
一
杯
発
表
で
き
た
か
。
(関
心
・
意
欲
・
態
度
)
◦
本
時
の
教
材
で
あ
る
技
能
や
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
適
切
に
習
得
さ
れ
た
か
。
(技
能
）
10
分
音
源
：
CD
◦
本
時
の
学
習
を
反
省
し
、
次
時
の
課
題
を
発
見
で
き
る
。
８
．
本
時
の
反
省
と
評
価
を
行
い
、
次
時
へ
の
課
題
を
発
見
す
る
。
９
．
後
片
付
け
を
す
る
。
10
．
健
康
観
察
・
挨
拶
を
す
る
。
※
本
時
の
活
動
で
良
か
っ
た
点
や
頑
張
っ
た
点
な
ど
を
認
め
合
い
、
次
時
へ
の
意
欲
を
持
た
せ
る
。
◦
本
時
の
活
動
に
つ
い
て
反
省
し
、
次
時
へ
の
目
標
を
持
っ
た
か
。
(関
心
・
意
欲
・
態
度
)
10
分
学
習
ノ
ー
ト
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授
業
の
展
開
：
3
時
間
目
／
15
時
間
具
体
活
動
学
習
活
動
生
徒
へ
の
支
援
評
価
時
間
準
備
◦
本
時
の
ね
ら
い
や
学
習
内
容
を
理
解
で
き
る
。
１
．
挨
拶
・
健
康
観
察
を
す
る
。
２
．
準
備
運
動
を
す
る
。
3
．
本
時
の
ね
ら
い
と
課
題
の
確
認
を
す
る
。
◦
健
康
状
態
を
把
握
し
、
見
学
者
へ
の
助
言
を
す
る
。
◦
身
体
の
各
部
分
を
、
最
低
で
も
15
秒
間
ず
つ
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
よ
う
助
言
す
る
。
◦
本
時
の
見
通
し
を
立
て
、
練
習
方
法
の
確
認
が
で
き
る
よ
う
助
言
す
る
。
◦
課
題
を
見
つ
け
授
業
の
見
通
し
を
持
っ
た
か
。
(関
心
・
意
欲
・
態
度
)
10
分
学
習
ノ
ー
ト
◦
前
時
に
習
得
し
た
技
術
と
習
得
し
た
技
術
が
安
定
し
た
動
作
で
で
き
る
。
◦
練
習
方
法
や
場
を
工
夫
で
き
る
。
４
．
前
時
の
復
習
を
行
う
。
・
前
回
の
技
術
と
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
2
〜
3回
ず
つ
繰
り
返
し
て
確
認
す
る
。
５
．
本
時
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
使
用
す
る
技
術
を
学
ぶ
。
・
手
本
を
見
て
5
〜
6回
ず
つ
繰
り
返
し
て
確
認
す
る
。
・
グ
ル
ー
プ
内
で
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
行
う
。
◦
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
の
で
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
助
言
す
る
。
※
学
習
ノ
ー
ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
助
言
す
る
。
◦
資
料
の
活
用
や
学
習
の
進
め
方
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
(思
考
・
判
断
)
◦
課
題
を
発
見
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
め
た
か
。
(思
考
・
判
断
)
◦
互
い
に
教
え
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
技
術
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
(技
能
)
15
分
◦
習
得
し
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
安
定
し
て
で
き
る
。
◦
新
た
な
課
題
を
解
決
で
き
る
。
６
．
本
時
で
使
用
す
る
技
術
と
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
。
◦
手
本
を
見
て
５
〜
６
回
ず
つ
繰
り
返
し
て
確
認
す
る
。
◦
グ
ル
ー
プ
内
で
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
行
う
。
◦
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
の
で
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
助
言
す
る
。
※
学
習
ノ
ー
ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
助
言
す
る
。
◦
資
料
の
活
用
や
学
習
の
進
め
方
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
(思
考
・
判
断
)
◦
課
題
を
発
見
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
め
た
か
。
(思
考
・
判
断
)
◦
互
い
に
教
え
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
(技
能
)
30
分
◦
習
得
し
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
音
楽
に
合
わ
せ
て
で
き
る
。
◦
新
た
な
課
題
を
解
決
で
き
る
。
７
．
音
楽
に
あ
わ
せ
て
踊
る
こ
と
を
習
得
す
る
。
◦
自
分
達
の
能
力
に
合
わ
せ
て
課
題
を
設
定
し
て
、
練
習
を
行
う
。
◦
グ
ル
ー
プ
内
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
行
う
。
◦
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
の
で
グ
ル
ー
プ
内
の
で
き
ば
え
に
合
わ
せ
て
徐
々
に
曲
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
く
よ
う
助
言
す
る
。
◦
課
題
を
発
見
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
め
た
か
。
(思
考
・
判
断
)
◦
互
い
に
教
え
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
音
楽
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
(技
能
)
15
分
音
源
：
CD
◦
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
発
表
で
き
る
。
８
．
発
表
す
る
。
◦
自
分
達
の
能
力
に
合
わ
せ
た
ス
ピ
ー
ド
で
発
表
す
る
よ
う
助
言
す
る
。
◦
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
、
精
一
杯
行
う
よ
う
助
言
す
る
。
◦
発
表
時
に
他
の
班
に
観
て
も
ら
い
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
っ
て
お
く
よ
う
助
言
す
る
。
◦
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
精
一
杯
発
表
で
き
た
か
。
(関
心
・
意
欲
・
態
度
)
◦
本
時
の
教
材
で
あ
る
技
能
や
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
適
切
に
習
得
さ
れ
た
か
。
(技
能
）
10
分
音
源
：
CD
◦
本
時
の
学
習
を
反
省
し
、
次
時
の
課
題
を
発
見
で
き
る
。
９
．
本
時
の
反
省
と
評
価
を
行
い
、
次
時
へ
の
課
題
を
発
見
す
る
。
10
．
後
片
付
け
を
す
る
。
11
．
健
康
観
察
・
挨
拶
を
す
る
。
※
本
時
の
活
動
で
良
か
っ
た
点
や
頑
張
っ
た
点
な
ど
を
認
め
合
い
、
次
時
へ
の
意
欲
を
持
た
せ
る
。
◦
本
時
の
活
動
に
つ
い
て
反
省
し
、
次
時
へ
の
目
標
を
持
っ
た
か
。
(関
心
・
意
欲
・
態
度
)
10
分
学
習
ノ
ー
ト
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授
業
の
展
開
：
４
時
間
目
／
15
時
間
具
体
活
動
学
習
活
動
生
徒
へ
の
支
援
評
価
時
間
準
備
◦
本
時
の
ね
ら
い
や
学
習
内
容
を
理
解
で
き
る
。
１
．
挨
拶
・
健
康
観
察
を
す
る
。
２
．
準
備
運
動
を
す
る
。
3
．
本
時
の
ね
ら
い
と
課
題
の
確
認
を
す
る
。
◦
健
康
状
態
を
把
握
し
、
見
学
者
へ
の
助
言
を
す
る
。
◦
身
体
の
各
部
分
を
、
最
低
で
も
15
秒
間
ず
つ
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
よ
う
助
言
す
る
。
◦
本
時
の
見
通
し
を
立
て
、
練
習
方
法
の
確
認
が
で
き
る
よ
う
助
言
す
る
。
◦
課
題
を
見
つ
け
授
業
の
見
通
し
を
持
っ
た
か
。
(関
心
・
意
欲
・
態
度
)
10
分
学
習
ノ
ー
ト
◦
前
時
に
習
得
し
た
技
術
と
習
得
し
た
技
術
が
安
定
し
た
動
作
で
で
き
る
。
◦
練
習
方
法
や
場
を
工
夫
で
き
る
。
４
．
前
時
の
復
習
を
行
う
。
◦
前
回
の
技
術
と
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
２
〜
3
回
ず
つ
繰
り
返
し
て
確
認
す
る
。
５
．
本
時
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
使
用
す
る
技
術
を
学
ぶ
。
◦
手
本
を
見
て
５
〜
６
回
ず
つ
繰
り
返
し
て
確
認
す
る
。
◦
グ
ル
ー
プ
内
で
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
行
う
。
◦
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
の
で
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
助
言
す
る
。
※
学
習
ノ
ー
ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
助
言
す
る
。
◦
資
料
の
活
用
や
学
習
の
進
め
方
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
(思
考
・
判
断
)
◦
課
題
を
発
見
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
め
た
か
。
(思
考
・
判
断
)
◦
互
い
に
教
え
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
技
術
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
(技
能
)
15
分
◦
習
得
し
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
安
定
し
て
で
き
る
。
◦
新
た
な
課
題
を
解
決
で
き
る
。
６
．
本
時
で
使
用
す
る
音
楽
に
あ
わ
せ
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
。
◦
手
本
を
見
て
５
〜
６
回
ず
つ
繰
り
返
し
て
確
認
す
る
。
◦
グ
ル
ー
プ
内
で
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
行
う
。
◦
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
の
で
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
助
言
す
る
。
※
学
習
ノ
ー
ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
助
言
す
る
。
◦
資
料
の
活
用
や
学
習
の
進
め
方
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
(思
考
・
判
断
)
◦
課
題
を
発
見
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
め
た
か
。
(思
考
・
判
断
)
◦
互
い
に
教
え
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
(技
能
)
30
分
◦
習
得
し
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
音
楽
に
合
わ
せ
て
で
き
る
。
◦
新
た
な
課
題
を
解
決
で
き
る
。
７
．
音
楽
に
あ
わ
せ
て
踊
る
こ
と
を
習
得
す
る
。
◦
自
分
の
能
力
に
合
わ
せ
て
課
題
を
設
定
し
て
、
練
習
を
行
う
。
◦
グ
ル
ー
プ
内
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
行
う
。
◦
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
の
で
グ
ル
ー
プ
内
の
出
来
栄
え
に
合
わ
せ
て
徐
々
に
曲
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
く
よ
う
助
言
す
る
。
◦
課
題
を
発
見
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
め
た
か
。
(思
考
・
判
断
)
◦
互
い
に
教
え
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
音
楽
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
(技
能
)
15
分
音
源
：
CD
◦
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
発
表
で
き
る
。
８
．
発
表
す
る
。
◦
自
分
達
の
能
力
に
合
わ
せ
た
ス
ピ
ー
ド
で
発
表
す
る
よ
う
助
言
す
る
。
◦
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
、
精
一
杯
行
う
よ
う
助
言
す
る
。
◦
発
表
時
に
他
の
班
に
観
て
も
ら
い
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
っ
て
お
く
よ
う
助
言
す
る
。
◦
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
精
一
杯
発
表
で
き
た
か
。
(関
心
・
意
欲
・
態
度
)
◦
本
時
の
教
材
で
あ
る
技
能
や
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
適
切
に
習
得
さ
れ
た
か
。
(技
能
）
10
分
音
源
：
CD
◦
本
時
の
学
習
を
反
省
し
、
次
時
の
課
題
を
発
見
で
き
る
。
９
．
本
時
の
反
省
と
評
価
を
行
い
、
次
時
へ
の
課
題
を
発
見
す
る
。
10
．
後
片
付
け
を
す
る
。
11
．
健
康
観
察
・
挨
拶
を
す
る
。
※
本
時
の
活
動
で
良
か
っ
た
点
や
頑
張
っ
た
点
な
ど
を
認
め
合
い
、
次
時
へ
の
意
欲
を
持
た
せ
る
。
◦
本
時
の
活
動
に
つ
い
て
反
省
し
、
次
時
へ
の
目
標
を
持
っ
た
か
。
(関
心
・
意
欲
・
態
度
)
10
分
学
習
ノ
ー
ト
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資
料
３
　
授
業
で
使
用
し
た
技
術
と
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
時
間
目
／
15
時
間
○
使
用
し
た
技
術
 
 
・
ト
ゥ
エ
ル
 
・
ノ
ッ
ク
 
・
ロ
ッ
ク
 
・
ポ
イ
ン
ト
 
・
ス
ク
ー
ビ
ー
ド
ゥ
○
使
用
し
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
 
 
１
．
ト
ゥ
エ
ル
→
ノ
ッ
ク
→
ト
ゥ
エ
ル
→
ロ
ッ
ク
→
ポ
イ
ン
ト
×
3
→
ト
ゥ
エ
ル
→
ロ
ッ
ク
 
２
．
ト
ゥ
エ
ル
→
ロ
ッ
ク
→
ポ
イ
ン
ト
→
ポ
イ
ン
ト
→
ト
ゥ
エ
ル
→
ロ
ッ
ク
→
ス
ク
ー
ビ
―
ド
ゥ
3
時
間
目
／
15
時
間
○
使
用
し
た
技
術
 
 
・
シ
ェ
イ
ク
ハ
ン
ド
 
・
ク
ラ
ッ
プ
(前
・
横
・
上
・
背
面
)
 
・
ク
ロ
ス
ハ
ン
ド
○
使
用
し
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
．
ト
ゥ
エ
ル
→
シ
ェ
イ
ク
ハ
ン
ド
→
立
ち
位
置
入
れ
替
え
→
ク
ラ
ッ
プ
→
横
ク
ラ
ッ
プ
→
上
ク
ラ
ッ
プ
→
背
面
ク
ラ
ッ
プ
×
２
→
ト
ゥ
エ
ル
→
ポ
イ
ン
ト
 
２
．
ク
ロ
ス
ハ
ン
ド
×
２
→
ス
テ
ッ
プ
→
踏
み
変
え
ク
ロ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４
時
間
目
／
15
時
間
○
使
用
し
た
技
術
 
 
・
ス
キ
ー
タ
―
 
・
ゲ
ッ
ト
フ
ァ
ン
シ
ー
 
・
キ
ッ
ク
 
・
シ
ル
バ
ー
ダ
ラ
ー
○
使
用
し
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
．
ス
キ
ー
タ
―
→
ゲ
ッ
ト
フ
ァ
ン
シ
ー
→
ス
キ
ー
タ
―
→
ス
ク
ー
ビ
ー
ド
ゥ
 
 
２
．
ト
ゥ
エ
ル
→
キ
ッ
ク
→
ト
ゥ
エ
ル
→
シ
ル
バ
ー
ダ
ラ
ー
